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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、ヒト肝癌細胞株を用いて、外来性コエンザイムQ9（CoQ9）がフリーラジカル

発生剤によって誘導される細胞障害を保護できるかを検討したものである。その結果、外

来性CoQ9は細胞内で還元型CoQ9H2となり、その強力な抗酸化作用によって脂質過酸化および

細胞内グルタチオン量減少の抑制を介し、細胞障害を防御することが示唆された。本論文

の内容は、生化学および栄養学の分野で、外来性CoQ9がフリーラジカル誘導肝細胞障害抑

制に有用であることを示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


